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水稲 品種 の
一 穂籾数分布か らみ た穎花生産特性の 比較

　 第 3 報　超多 収稲育成系統に お け る 1株植付苗数 に よ る反応特性
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　水稲 の 収量構成要素 の ひ と つ で ある一穂籾数は，水稲 の 生育経過を推定す る上で 重要な情報で ある．

従来日 本で 栽培 さ れ て い る稲品種の 1穂着粒数は最大で も150粒以下で あ っ たため ，

一穂籾数 の 数 値か

ら株を構成す る穂 の 大 きさ を類推す る こ と も比較的容易で あ っ た．と こ ろが ， 最近開発 された 超多収用

品種で は 1穂着粒数が 250粒を越え る穂が しば しば出現す る よ うに な り，そ の よ うな品種 の 穎 花生 産特

性は従来 の 日本の品種 とは異 な る こ とが推察され た．そ こ で ，株 を構成す る個々 の 穂 1本 1 本の 一穂籾

数ある い は 一穂重の頻度分布を調 べ る こ と に よ っ て，収量を構成す る個別の 穂 の 大 きさが栽 培条件や品

種に よ っ て変化す る実態を検討 し， こ の 方法が 1穂着粒数の 多 い水稲 の 穎花生産特性 の解析に 役立 っ こ

とを先に 報告 しt　 ’・’・’）

．一
方，中国で開発された多収性水稲桂朝 2号 で は 1株植付苗数 を増や して も

株内 の 込 み合 い に よ る穂の 短小化が少な く，それが多収を もた らす重要な要因と考え られ た
‘ ，

．そ こで ，

日本で 育成 された超多収稲系に っ い て ， 1株植付苗数 （以下 で は苗数 と略す）を増や したときの 一穂重

分布の 変化に っ い て調査 し，品種の 反応特性を検討 した の で 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料 と方法

　1989年，四国農試場内圃場 2a に ， 農水省の超多収稲 プ ロ ジ ェ ク トで育成された水稲45系統 の カ ブ マ

キ ポ ッ ト稚苗を ，苗数 1本， 5 本， 10本 ，
15本で 7 月 3 日に移植 した．収穫後 1株穂数 ， 1株穂重を測

定 し，一
部の 系統 は個 々 の 穂の 一穂重 を測定 した．施肥量 は NPK 各 5kg／ 1Oaを全量基肥 で施用 した．

栽植密度 は2Gc皿 × 20cmで 1区16株とし， 調査は 8株に っ い て行 っ た．
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一 a 重 の 区 分（9 ）

40

30

 

置0

40

2e

10

0

50

40

30

20

10

匚 バ バ タキ 〕

t．0　　　2，0　　　3・0　　 4．0

［北脚 42号 ］

5．o6 ．o

r．0　　 2、0　　　3．0　　　9．0

［中国117号 ］
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第 1図　 1株植付苗数が 稼重分布 に 及 ぼ す 影響

注） 1区 8株の全て の穂に つ い て一穏璽 壱測定 し、0．5g廻に 分級 した．そ して ．各 区 分甸の 穂重の 合計bS
　　全穂罷に 占める百分串を 求め た。
　　横軸 と縦軸 は各図とも共通で ある。憤軸は個々の穂の

一
磚重の 区分 憤 でO．58毎 に6．Ogまで t2区分の 地

　　
一

穂重6．08を越 える もの を 右端に 示し た．縦鞘は各区分の Ml の 舎計が 全構 の総合計に占め る百分串．
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松尾 ・吉永 ・小林 一水稲品種の一穂籾数分布 か らみ た 穎花生産特性 の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結果と考察

　多収 とな っ た系統は農研 セ ン タ ー
， 北陸農試 ， 中国農試の 育成系統に 多か っ た ．北海道農試 と東北農

試 の 系統 は生育期間が短 く収量 は低 か っ た．

　 1株穂数 と収量 （1株穂重 ）に 及 ぼ す苗数の影響に は系統間で 著 しい 差異 が み られ た．以 下 1本植を

除 い た苗数 5本，10本，15本に つ い て 考察す る と，苗数増に 対する収量の 変化比率か らみ て ，   増加す

る （5本植 に 対する 10本 ， 15本植の 1 株穂重の比率で 110％以上 ）  大 きく変化 しない （同 110〜 90％）

  減少す る （同90％以下）に 3 区分され，それぞれの区分も一株穂数の増加程度によ っ て さ らに区分さ

れ た （第 1表 ）． こ の 表か ら，中国系統や 奥羽系統で は 苗数増で増収す る もの が多 く，関東系統 ，北陸

系統 ， 西海系統で は減収す るもの が 目立 っ た。 こ の うち関東 138号， 関東 147号 ， 北陸 126号 ， 北陸 130号

で は苗数を 5 本か ら15本に 増や して も穂数が ほ とん ど増え ない特異な反応 を示 した．

　第 1図 に は 典型的 な品種 に つ い て
一穂重 の 分布 の 苗数 に よ る変化を示 した．バ バ タ キ と北陸147号は，

1株 1本植で 大 きな穂をっ け る も の の
， 苗数が増え る に 従 っ て 急激 に穂が小 さ くな る特性 がみ られ た．

関東138号 と北陸 142号 で は ， 1本植で は大きな穂 が主体で も， 苗数を増やす と一穂重 は半減 し， 5本 ，

10本 ， 15本と もに ほぼ 同 じ分布 とな っ た．特に 関東 138号 で は減収が大 きか っ た．一方，中国 116号 は 1

本植か ら 15本植ま で一穂重 の 分布 に ほ とん ど差が な く，苗数増に よ る穂数増加 が収量 に直結 した ため増

収 した ．さ らに 中国 117号で は苗数増に よ っ て
一

穂重 は次第に 小さ くな る もの の 穂重の 減少以上 に 穂数

の 増加が 大 きか っ た ため増収とな っ た．

　以上か ら， こ こ で供試 した超多収用稲品種 の 中で ，中国農試 の 育成系統は，苗数 の 増加に よ る株内の

込 み合い に強 く， 収量性も良 い 点が注 目され る．また ， 穂 の 大 きさ の 分布 の 解析 は ， 苗数 に よ る反応特

性 をは じめ水稲の 品種特性 の把握 に役立 っ とみ られる．

第 1表 ．1株植付苗数の 増加 が穂数と収量 （1株穂童）に 及ぼす影響 の 系統間差 異

1株穂数の

増 加 比率

　　　　　　　収量比率 （5本植 対 10．15本植の 平均僵）

90％ 以下 「　 90〜100％　　l　　 lOO〜110 ％ UO ％ 以上

loo％以下 ［関東138］ 北陸126，《 130》 　　i

［関棄 147］　 　 　 1
100〜llO％ 酉海 179 北醐 北陸1劉 【北脚 ］ホシユ9力

西海《 171》．《184》　 1

P

UO〜120％ 西海 187
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

く酉海180》 D、バ 9キ］　：　北海264［関束146］

　　　　　　　　　 ・　 北陸 12了，
く 143》 ，145

く 中国109》

120触140％ 奥羽 316
　　　　　　　　 1

北陸124・［147］ 1 北海263・2 

関東 158《西 海 185》 ・　　　　　　　　　　北陸133 ［中国108］

中国《102》 ．（116》 ，［118］

140％以上 西海 183　　　　 ：　奥羽 330．332，《335》

　　　　　　　　：　北海262

　 　 　 　 　 　 　 　 ：

北海266，2？0

奥羽324〜327，331

中国 《 1聾3》 ．く U7 》

注） 1・株穂数の 増加比＄ は、5本植 に対 す る15本植の 増加比＄ を示す。また、苗数 を込 み に した

　 平均収髭が 308！株を越えたもの を ［］印で、同25g／株を越えたもの を く 〉 印で示 した。

　 　な お、系統 名 の末尾の
”
号
”
は省略 した。
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